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市指定有形文化財（工芸品）

法ほ

華け

経
き
ょ
う

版は
ん

木ぎ
　
　
　

一
枚

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑

所
有
者　

願
成
寺

鎌
倉
時
代
・
元げ
ん

亨こ
う

三
年（
一
三
二
三
）

縦　

一
〇
・
九
～
一
三
・
二
㎝

全
長　

八
四
㎝
、
厚
さ　

一
・
九
㎝

こ
の
版
木
は
白
水
阿
弥
陀
堂
に
伝
え
ら
れ
た
版
木
で
、
明
治
後
半
ご
ろ

ま
で
は
沢
山
あ
っ
た
が
、
炭
鉱
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
ろ
に
散
逸
し
、
現
在

は
唯
一
版
木
の
下
半
部
が
一
枚
残
っ
て
い
る
。

こ
の
版
木
は
、
奈
良
興
福
寺
版
の
い
わ
ゆ
る
春
日
版
に
属
し
、
力
強
い

楷
書
の
文
字
が
両
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
行
一
七
字
三
〇
行
で
一
面
を

成
し
、「
印
板
藤
原
氏
女
」
の
刊
記
の
末
尾
が
あ
り
、
研
究
者
に
注
目
さ

れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年
、
立
正
大
学
教
授
・
兜
木
正
亨
氏
が
こ
の
版
木
に
よ
る

摺す
り

経き
ょ
う

を
発
見
し
、
八
巻
揃
い
の
「
妙
法
蓮
華
経
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
折お
り

本ほ
ん

仕し

立た

て
の
巻
五
・
七
・
八
に
刊
記
が
あ
り
、
巻
八
の
刊

記
か
ら
、
小
山
前
出
羽
守
藤
原
宗
朝
か
ら
の
寄
進
に
よ
り
元
亨
三
年（
一

三
二
三
）六
月
に
完
成
し
、
開
版
に
は
「
比
丘
善
来
」
が
重
要
な
役
割
を

は
た
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
巻
七
の
刊
記
に
は
「
当
巻
印
板
藤

原
氏
女
」
と
あ
り
、
白
水
の
版
木
は
「
当
巻
」
の
二
字
が
欠
け
た
七
巻
最

後
の
版
木
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

製
作
の
確
定
と
善
来
の
事
跡
に
加
え
て
、
当
地
方
の
中
世
に
お
け
る
印

刷
文
化
を
明
ら
か
に
し
た
文
化
史
上
の
意
義
は
大
き
い
。
従
来
い
わ
れ
て

き
た
中
世
の
陸
奥
に
お
け
る
印
刷
文
化
の
遅
れ
を
完
全
に
否
定
し
た
証
と

な
る
重
要
な
遺
品
で
あ
る
。

「
比
丘
善
来
」
は
保
福
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像（
県
指
定
）、
惣
善
寺
の

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像（
県
指
定
）、
長
谷
寺
の
木
造
十
一
面
観
音
立
像（
県

指
定
）の
造
立
に
も
深
く
関
与
し
て
い
る
。
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市指定有形文化財（工芸品）

刀
か
た
な　
　
　

一
口

銘　

吉
田
源
国
光

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
九
世
紀
）

長
さ　

七
六
・
六
㎝
、
反
り　

二
・
〇
㎝

元
巾　

三
・
三
㎝
、
先
巾　

二
・
二
㎝

茎
長
さ　

二
〇
・
七
㎝

吉
田
国
光
は
、
古
伝
書
に
「
岩
城
吉
田
の
住
人
」
と
あ
る
が
、
磐
城
平

鍛
冶
町
の
住
人
で
、
和
泉
守
国
虎
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
刀
の
発

見
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
国
光
の
作
刀
は
少
な
く
、
刀
剣
史
上
、
貴

重
で
あ
る
。
ま
た
坂
下
門
の
変
の
時
、
大
小
姓
那
須
松
之
助
が
安
藤
信
正

の
駕か

籠ご

脇わ
き

を
護
り
、
奮
闘
し
た
と
き
の
刀
が
国
光
の
作
刀
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

銘　

和
泉
守
孫　

磐
城
平
住
吉
田
源
国
光
造
之

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ

造づ
く

り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
腰
反
り
、
鋒
き
っ
さ
き

は
突
き
あ
が
る
。
鍛
き
た
え

は
小
板
目
流
れ
肌
立
つ
、
地
鍛
強
く
地
沸
出
来
、
刃は

文も
ん

は
互ぐ

の
目め

乱
れ
、

太
足
入
り
、
刃
頭
は
匂
深
く
砂す
な
が流
し
入
り
、
帽
子
は
掃は
っ

掛か

け
返
り
あ
り
、

生う
ぶ

茎な
か
ご

で
筋
違
や
す
り
、
目
釘
穴
一
個
、
茎
尻
は
入
山
形
で
深
い
。
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市指定有形文化財（工芸品）

短た
ん　
　
　

刀と
う　
　
　

一
口

銘　

忠
興

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
神
谷
字
後
原

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

長
さ　

二
一
・
六
㎝
、
反
り
な
し

元
巾　

二
・
四
㎝
、
茎
長
さ　

八
・
八
㎝

磐
城
平
藩
主
・
内
藤
忠
興
は
政
長
の
子
で
、
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）

封
を
継
ぎ
、
新
田
の
開
発
、
藩
制
の
確
立
に
力
を
尽
く
し
、
鍛
刀
に
趣
味

を
も
っ
て
い
た（
慰
打
と
い
う
）。

こ
の
短
刀
は
大
名
の
作
ら
し
い
大
ら
か
な
作
風
で
、
次
の
銘
が
あ
る
。

銘　

表　

平
城
住
尚
行
門
人

裏　

忠
興
作

「
平
城
住
尚
行
門
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
に
尚
行
と
い
う
刀
匠
が

い
て
、
忠
興
に
鍛
刀
を
教
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
尚
行
を
名
鑑

に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
短
刀
は
平
造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
庵
高
く
筍
反
り
、
鍛き
た
え

は
板
目
に
杢
目

ま
じ
り
肌
良
く
つ
む
。
刃は

文も
ん

は
匂
出
来
の
直す
ぐ

刃は

調
の
揃
っ
た
小
互
い
の
小

足
入
り
で
焼
出
あ
る
。帽
子
は
小
丸
返
り
で
浅
い
。生う
ぶ

茎な
か
ご

で
目
釘
穴
一
個
、

や
す
り
筋
違
で
茎
尻
は
入
山
形
で
深
い
。
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市指定有形文化財（工芸品）

鉄て
つ

製せ
い

雲う
ん

版ば
ん　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
住
吉
字
新
町

所
有
者　

保
福
寺

江
戸
時
代
・
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）

縦　

四
七
・
七
㎝
、
横　

四
二
・
七
㎝

厚
さ　

一
㎝

雲
版
は
、
お
も
に
禅
宗
の
寺
院
で
食
事
を
衆
僧
に
知
ら
せ
る
た
め
打
ち

鳴
ら
す
梵
音
具
で
、
青
銅
ま
た
は
鉄
で
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
雲
形
に
作
る

の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

こ
の
雲
版
は
鋳
鉄
製
で
、
上
部
に
つ
り
環
を
さ
げ
る
穴
が
あ
り
、
両
肩

に
雲
形
の
深
い
切
り
込
み
が
あ
る
。
外
縁
と
内
部
に
は
隆
帯
を
巡
ら
し
、

そ
の
間
に
は
唐
草
文
と
も
見
え
る
文
様
を
配
し
、
中
央
に
あ
る
撞
座
の
蓮れ
ん

華げ

文も
ん

は
形
式
化
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は
調
和
と
均
整
の
と
れ
た
形
を

し
て
い
る
。
表
・
裏
に
は
つ
ぎ
の
刻
銘
が
あ
る
。

（
表　

銘
）

奥
州
岩
崎
住
吉
遍
照
院
寄
進
之
施
主
妙
椿

（
撞
座
）

于
時
天
文
五
丙
申
歳
三
月
二
十
三
日

（
裏　

銘
）

旧
彫
刻
如
右
今
依　

乃
大
破
藤
義
概
命

冶
工
新
鋳
之
以
令
寄　

進
物
也

（
撞
座
）

于
時
寛
文
丁
未
歳

八
月
日

銘
に
よ
る
と
、
天て
ん

文ぶ
ん

五
年（
一
五
三
六
）三
月
二
十
三
日
に
妙
椿
が
住
吉

の
遍
照
院
へ
寄
進
し
た
。
後
に
こ
の
雲
版
は
大
破
し
た
た
め
、
磐
城
平
藩

主
・
内
藤
義
概（
義
泰
）が
、
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）八
月
に
新
鋳
し
、
保
福

寺
近
く
の
遍
照
院
へ
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（工芸品）

刀
か
た
な　
　
　

一
口

銘　

和
泉
守
藤
原
国
虎

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
掻
槌
小
路

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

長
さ　

七
五
・
四
㎝
、
反
り　

二
・
九
㎝
、
元
巾　

三
・
五
㎝

先
巾　

二
・
五
㎝
、
茎
長
さ　

二
二
・
〇
㎝

初
代
国
虎
は
、刀
鍛
冶
の
根
本
国
家
の
後
継
者
で
、平
城
下
鍛
冶
町
に

住
ん
だ
。十
九
歳
で
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
義
概
に
召
抱
え
ら
れ
、天
和
四
年

（
一
六
八
四
）に
は
、義
概
の
俳
号「
風
虎
」か
ら
一
字
を
拝
領
、師
井
上
真
改
の
前

名「
加
賀
守
国
貞
」の「
国
」と
を
合
わ
せ
作
刀
銘
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）、
朝
鮮
使
節
来
朝
に
あ
た
り
江
戸
幕
府
は
、
朝

鮮
国
王
に
大
薙
刀
を
贈
る
こ
と
と
な
り
、
磐
城
平
藩
で
は
鈴
木
貞
則
と
初

代
根
本
国
虎
に
命
が
下
っ
た
。
国
虎
が
こ
の
時
鍛
え
た
大
薙
刀
の
押
形
銘

文
に
「
以
颪
湯
鉄
作
之
」
と
あ
り
、
当
時
は
井
上
真
改
風
の
菊
文
を
切
っ

て
い
た
と
い
う
。
国
虎
に
つ
い
て
『
磐
城
志
料
』（
大
須
賀
筠
軒
著
）に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
徳
川
綱
吉
、
国
虎
に
命
じ
大
薙
刀
を
鍛
へ
し
め
、
之
を
賜
ふ
。
其

副
一
振
今
材
木
町
安
部
伝
兵
衛
の
家
に
あ
り
。
白
龍
子
言
ふ
。
国
虎
の
刀

地
鉄
至
て
ツ
マ
リ
鉄
色
薄
黒
く
麗
し
く
、
錵に
え

細
か
な
り
。
乱
刃
直
刃
色
々

あ
り
。
当
時
の
諸
子
に
傑
出
す
と
相
伝
ふ
。

こ
の
刀
に
は
、
表
に
「
菊
文　

和
泉
守
藤
原
国
虎
」、
裏
に
は
「
以
颪

湯
鉄
作
之
」
の
銘
が
切
っ
て
あ
る
。
こ
の
銘
は
井
上
真
改
風
の
菊
文
で
あ

り
、
同
系
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
鋒
き
っ
さ
きは
猪い

首く
び

状じ
ょ
う、
表
裏
に
丸
止
の
棒
樋
を

掻
き
、
両
ち
り
巾
広
く
、
鍛き
た
えは
板
目
に
杢
ま
じ
わ
り
、
無
地
風
に
肌
良
く

つ
む
。
刃は

文も
ん

は
匂
出
来
で
、
大
丁
小
刃
に
蛙か
わ
ず子こ

・
重じ
ゅ
う花か

丁ち
ょ
う子じ

が
か
り
、
砂

流
し
が
か
り
で
焼
巾
広
い
、
帽
子
は
か
ま
す
で
表
直
火
焔
小
丸
に
深
く
反

る
。
生う
ぶ

茎な
か
ごで
筋
違
の
や
す
り
目
、目
釘
穴
一
個
、刃
上
り
の
茎
尻
で
あ
る
。



157

市指定有形文化財（工芸品）

刀
か
た
な　
　

一
口

銘　

根
本
和
泉
守
藤
原
国
虎

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
貞
享
元
年（
一
六
八
四
）

長
さ　

六
八
・
三
㎝
、
反
り　

一
・
八
㎝

元
巾　

三
・
四
五
㎝
、
先
巾　

二
・
五
五
㎝

茎
長
さ　

二
〇
・
〇
三
㎝

初
代
根
本
国
虎
は
、
万
治
元
年（
一
六
五
八
）平
鍛
冶
町
に
生
ま
れ
、
刀

工
・
堀
川
国
安
の
子
孫
で
父
は
国
家
で
あ
る
。
若
年
に
し
て
父
と
死
別

し
、
十
九
歳
の
時
伊
賀
守
金
道
の
門
に
入
り
鍛
刀
の
技
を
習
い
、
延
宝
九

年（
一
六
八
一
）に
上
京
し
て
井
上
真
改
に
も
学
ん
だ
。

ま
た
、
内
藤
家
文
書
に
は
「
天て
ん

和な

三
年（
一
六
八
三
）十
二
月
京
都
金
道

方
へ
云
々
」
と
あ
り
、
翌
年
の
貞
享
元
年（
一
六
八
四
）二
十
七
歳
で
和
泉

守
を
受
領
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
内
藤
家
の
御
抱
え
鍛
冶
と

な
り
、
鍛
冶
町
に
定
住
し
鍛
刀
に
従
事
し
た
が
、
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）

五
十
六
歳
で
没
し
た
。
性
源
寺（
平
字
長
橋
町
）に
墓
地
が
あ
る
。

国
虎
の
作
刀
は
少
な
い
が
、
中
で
も
こ
の
刀
は
年
記
や
岩
城
平
住
の
銘

が
あ
る
の
で
貴
重
で
あ
る
。

銘　

表　

菊
紋　

根
本
和
泉
守
藤
原
国
虎

裏　

貞
享
元
年
十
月
吉
日　

奥
州
岩
城
平
住
人

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ

造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
中
反
り
。
鍛き
た
え

は
板
目
肌
良
く
つ
み
地

沸
つ
き
、
刃は

文も
ん

は
乱
刃
で
匂
い
深
く
砂
流
し
が
か
り
小
沸
出
来
、
帽
子
沸

え
小
丸
に
返
る
。
生う
ぶ

茎な
か
ご

で
化
粧
や
す
り
、
栗
尻
、
目
釘
穴
一
個
。

拵
こ
し
ら
え

は
黒
呂
印
篭
鞘
、
柄
前
は
撚
り
白
糸
の
組
上
巻
、
巻
下
は
白
ざ
め
、
縁
頭
、

桐
葉
の
色
絵
高
彫
り
の
総
赤
銅
、
鐸
は
鉄
丸
形
で
花
に
蝶
透
し
、
耳み
み

金が
ね

覆ふ
く

輪り
ん

。
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市指定有形文化財（工芸品）

刀
か
た
な　
　
　

一
口

銘　

八
幡
大
菩
薩
鈴
木
加
賀
守
源
貞
則

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
高
月

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）

長
さ　

八
五
・
二
㎝
、
反
り　

三
・
二
㎝

元
巾　

三
・
四
㎝
、
先
巾　

二
・
四
㎝

茎
長
さ　

二
一
・
八
㎝

初
代
鈴
木
貞
則
は
、通
称
佐
右
衛
門
と
称
し
た
。
延
宝
二
年（
一
六
七
四
）

に
七
人
扶
持
米
二
〇
俵
で
、
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
義
概
の
御
抱
え
鍛
冶
と

な
り
、
平
城
下
久
保
町
に
屋
敷
を
賜
わ
り
鍛
刀
に
従
事
し
て
い
た
が
、
延

宝
八
年（
一
六
八
〇
）に
没
し
た
。

こ
の
刀
は
銘
に
よ
る
と
、
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）八
月
に
飯
野
八
幡
宮

へ
奉
納
し
た
も
の
で
、
銘
文（
裏
）に
よ
る
と
磐
城
に
来
る
前
は
京
都
の
堀

川
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
作
行
は
良
く
、
資
料
的
価
値
が
高
く
、
極
め
て

貴
重
で
あ
る
。

銘　

表　

八
幡
大
菩
薩
鈴
木
加
賀
守
源
貞
則

裏　

洛
陽
堀
川
之
住
人
奥
州
磐
城
於
好
間
作
之

延
宝
三
秊
八
月
日

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ

造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
身
巾
ひ
ろ
く
長
寸
、
反
り
深
く
中な
か

鋒
き
っ
さ
き

の
び
ご
こ
ろ
と
な
る
。
鍛
は
小
板
目
良
く
つ
み
地
沸
良
く
つ
く
、
刃は

文も
ん

は

広
直
刀
調
に
浅
く
の
た
れ
、
所
々
に
互ぐ

の
目
を
ま
じ
え
、
匂
い
深
く
小
沸

出
来
で
匂
口
明
る
い
。
帽
子
は
直
に
小
丸
。
生う
ぶ

茎な
か
ご

で
先
栗
尻
、
や
す
り

目
大
筋
違
、
目
釘
穴
一
個
。
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鉄て
つ

製せ
い

懸か
け

仏ぼ
と
け　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑

所
有
者　

常
盤
神
社

鎌
倉
時
代（
十
三
世
紀
）

径　

三
〇
・
八
㎝

厚
さ　

一
㎝

懸
仏
は
御み

正し
ょ
う

体た
い

と
も
称
し
、
平
安
時
代
に
鏡
の
表
面
に
仏
像
を
線
彫

り
し
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
時
代
が
く
だ
る
と
と
も
に
特
別
に
し
つ
ら
え

ら
れ
た
鏡
板
に
高
肉
彫
り
し
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
懸
仏
は
鋳
鉄
製
で
、
円
形
の
鏡
板
上
部
左
右
に
同
鋳
の
鈎
輪
が
二

個
付
い
て
お
り
、
鏡
板
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
高
さ
一
四
・
五
㎝
の
聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

像ぞ
う

が
あ
る
。

正
し
く
は
聖
観
音
自
在
菩
薩
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
に
聖
観
音

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
観
自
在
と
は
「
一
切
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

を
観
察
し
て
自
在
に
よ

く
こ
れ
を
救
い
、
ま
た
、
一
切
の
諸
方
を
観
察
す
る
こ
と
が
自
由
自
在
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
懸
仏
の
聖
観
音
像
は
、
同
鋳
高
肉
彫
り
で
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
坐
し
、
顔
に

は
童
子
の
ご
と
き
微
笑
み
を
た
た
え
て
、
古
拙
の
中
に
深
い
味
わ
い
を
持

っ
て
い
る
。
右
手
は
胸
に
あ
っ
て
念
じ
、
左
手
に
は
未み

敷ふ

蓮れ
ん

花げ

を
持
っ
て

い
る
。
宝
冠
の
一
部
に
欠
損
が
み
ら
れ
る
ほ
か
は
保
存
が
良
い
。
表
面
の

周
り
に
三
角
縁
を
巡
ら
す
の
み
で
、
鈎
輪
以
外
に
装
飾
は
な
く
、
簡
素
な

作
風
を
示
し
て
い
る
。
紀
年
・
刻
銘
は
な
い
が
、
制
作
の
手
法
・
様
式
か

ら
見
て
鎌
倉
時
代
末
期
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
常
盤
神
社
の
祭
神
は
、
白
水
阿
弥
陀
堂
を
創
建
し
た
と
い
わ
れ

る
徳
尼
で
あ
り
、
か
つ
て
神
殿
は
阿
弥
陀
堂
境
内
の
東
側
に
あ
っ
た
が
、

明
治
十
六
年
に
現
在
地
に
移
っ
た
。
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槍や
り　
　
　

一
口

銘　

和
泉
守
国
虎

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
材
木
町

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

長
さ　

一
六
・
〇
㎝
、
巾　

二
・
五
㎝

茎
長
さ　

三
〇
・
〇
㎝

根
本
国
虎
は
万
治
元
年（
一
六
五
八
）平
鍛
冶
町
に
生
ま
れ
、
大
坂
の
井

上
真
改
の
門
弟
と
な
り
、
貞
享
元
年（
一
六
八
四
）十
月
和
泉
守
に
任
官
、

磐
城
平
藩
主
内
藤
家
の
抱
え
鍛
冶
と
な
る
。
国
虎
作
品
の
う
ち
槍
は
少
な

く
貴
重
で
あ
る
。

銘　

表　

和
泉
守
国
虎

裏　

奥
州
岩
城
住
人

こ
の
槍
は
両り
ょ
う

鎬し
の
ぎ

造
り
、
両
面
に
二
本
の
護
摩
箸
を
掻
き
、
鍛
小
板
目

に
杢
ま
じ
り
肌
良
く
つ
む
。
刃は

文も
ん

は
の
た
れ
砂
ま
じ
え
、
小
沸
出
来
で
、

刃
中
に
働
き
が
あ
る
。
生う
ぶ

茎な
か
ご

で
目
釘
穴
は
一
個
。
年
代
は
貞
享
か
ら
元

禄
こ
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
赤
樫
の
一
〇
尺
柄
と
赤
熊
毛
の
鞘
が
付
い

て
い
る
。
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銅ど
う

製せ
い

鰐わ
に

口く
ち　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
豊
間
字
下
ノ
内

所
有
者　

諏
訪
神
社

南
北
朝
時
代
・
康こ
う

暦り
ゃ
く

元
年（
一
三
七
九
）

径　

一
八
・
〇
㎝
、
厚
さ　

五
・
五
㎝

銅
製
小
型
の
鰐
口
で
、
撞
座
の
な
い
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
重
圈
を
三

条
巡
ら
す
外
周
に
、
次
の
刻
銘
が
あ
る
。

□（
奉
掛
熊
）

□
□
野
御
宝
前
奥
州
菊
田
庄
□
□（
野
）郷

□（
康
暦
）□
元
年
己

未
十
二
月
日
大　

歳
小
次
郎

銘
文
に
読
み
に
く
い
文
字
が
あ
る
の
は
、
故
意
に
磨
り
消
そ
う
と
し
た

形
跡
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

鉄
製
の
鈎
鐶
が
付
い
て
い
る
。
一
部
に
横
割
れ
が
み
ら
れ
る
ほ
か
は
、

保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
小
型
な
が
ら
引
き
締
ま
っ
た
感
じ
の
す
る
好

ま
し
い
鰐
口
で
あ
る
。

こ
の
鰐
口
は
菊
田
庄
の
総
鎮
守
と
称
さ
れ
た
御
宝
殿
熊
野
神
社（
錦
町
）

へ
、
康
暦
元
年（
一
三
七
九
）十
二
月
に
小
次
郎
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
諏
訪
神
社
に
移
っ
た
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

中
世
の
金
工
品
で
作
行
き
が
良
く
、
刻
銘
が
あ
り
重
要
で
あ
る
。
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尼あ
ま

子こ

焼や
き

徳と
っ

利く
り

・
鉢は
ち　
　
　

各
一
口

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
九
世
紀
）

徳
利　

総
高　

二
七
・
五
㎝
、
胴
径　

一
八
・
六
㎝

鉢　
　

総
高　

一
四
・
三
㎝
、
口
径　

二
六
・
六
㎝

磐
城
に
お
け
る
近
世
の
作
陶
は
、
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
氏
の
時
代
に
磐

城
焼
が
あ
り
、
内
藤
家
は
そ
の
窯
元
に
土
作
の
号
を
与
え
た
。
そ
の
後
、

天
保
年
間（
一
八
三
〇
～
四
四
）磐
城
平
藩
主
・
安
藤
氏
は
、
城
下
長
橋
町
の

今
宮
陶と
う

翁お
う

に
窯
を
新
町
に
開
か
せ
、
尼
子
焼
と
称
さ
せ
て
制
作
を
命
じ
た

と
い
う
。

徳
利
の
胎た
い

土ど

は
、
黄
白
色
の
こ
ま
か
い
貫
入
の
あ
る
炉
器
質
で
、
油ゆ

滴て
き

様
の
窯よ
う

変へ
ん

を
あ
ら
わ
す
。
胴
部
に
は
、
力
強
い
筆ひ
っ

致ち

で
「
尼
子
製
」
と
鉄

砂
で
書
い
て
あ
る
。
底
部
の
釉
う
わ
ぐ
す
り

の
か
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
紫
色
の
窯

変
が
あ
る
。
相
馬
焼
と
比
し
て
、
土
は
荒
い
感
じ
は
す
る
が
作
り
は
丁
寧

で
あ
る
。

鉢
の
胎
土
は
炉
器
質
の
荒
い
黄
白
色
で
、
肌
は
沈
ん
だ
茶
褐
色
を
ま
じ

え
た
鉄
釉
が
施
し
て
あ
る
。
作
り
方
は
丁
寧
で
畳
付
の
と
こ
ろ
に「
尼
子
」

の
印
銘
が
あ
る
。

そ
の
他
の
尼
子
焼
の
作
品
と
比
べ
て
み
る
と
、
土
は
精
練
さ
れ
た
も
の

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
作
り
方
は
丁
寧
で
あ
る
。
日
常
に
使
用
さ
れ
た
雑

器
の
類
で
は
あ
る
が
、
格
調
が
高
く
、
優
雅
で
精
練
さ
れ
た
作
風
を
示
し

て
い
る
。

尼
子
焼
は
相
馬
焼
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ

る
民
芸
品
と
は
異
な
っ
た
作
風
で
、
相
馬
焼
の
祖
で
あ
る
京
焼
に
近
い
点

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

江
戸
時
代
に
磐
城
の
窯
で
焼
成
さ
れ
た
確
実
な
作
品
で
あ
り
、
損
傷
は

な
く
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
ま
た
、他
の
類
品
に
比
し
て
作
行
き
も
良
い
。
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刀
か
た
な　
　
　

一
口

銘　

藤
嶋
友
重
作

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
岩
ケ
岡
町
山
ノ
根

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
九
世
紀
）

長
さ　

七
五
・
二
㎝
、
反
り　

一
・
三
㎝

元
巾　

三
・
四
㎝
、
先
巾　

二
・
四
㎝

茎
長
さ　

二
五
・
五
㎝

藤
嶋
友
重
の
本
国
は
加
賀
国（
石
川
県
）で
、
こ
の
刀
工
の
系
統
は
鎌
倉

時
代
に
は
じ
ま
り
江
戸
時
代
末
期
ま
で
続
い
た
。
友
重
は
幕
末
の
こ
ろ
湯

長
谷
藩
主
・
内
藤
家
の
お
抱
え
鍛
冶
と
な
り
、
西
郷
に
て
鍛
刀
に
従
事
し

た
。『
明
治
四
年
辛

未
現
在
御
国
在
住
』
に
は
「
六
石（
刀
劔
鍛
冶
）藤
嶋
友
重
」

と
あ
り
、
六
石
を
給
せ
ら
れ
、
後
に
生
国
に
帰
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

こ
の
刀
は
湯
長
谷
に
お
い
て
鍛
刀
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
地
元
で
作
ら

れ
た
数
少
な
い
友
重
の
逸
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ

造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
反
り
浅
く
重
ね
厚
い
。
鍛き
た
え

は
板
目
に

杢
ま
じ
わ
り
地
沸
つ
く
。
刃は

文も
ん

は
互ぐ

の
目め

乱
の
丁ち
ょ
う

子じ

が
か
り
、
匂
口
に

砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
は
乱
れ
込
み
、
掃は
っ

掛か

け
る
。
裏
は
棟
ま
で
焼
さ
が

る
。
茎な
か
ご

は
丸
棟
ヤ
ス
リ
目
横
、
目
釘
穴
一
個
、
茎
尻
は
刃
上
り
の
剣
形

で
棟
寄
に
大
振
り
の
銘
が
あ
る
。
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市指定有形文化財（工芸品）

刀
か
た
な　
　
　

一
口

銘　

鈴
木
加
賀
守
貞
則

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
堂
根
町

（
い
わ
き
市
立
美
術
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

長
さ　

七
二
㎝
、
反
り　

一
・
九
㎝

元
巾　

三
・
三
㎝
、
先
巾　

二
・
四
㎝

茎
長
さ　

二
三
・
一
㎝

鈴
木
貞
則
は
大
坂
の
井
上
真
改
の
門
に
学
び
、
師
の
作
風
を
良
く
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
貞
則
は
根
本
国
虎
の
兄
弟
子
と
し
て
、
国
虎
の
良
き
指

導
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
延
宝
二
年（
一
六
七
四
）内
藤
家
の
お
抱
え
鍛

冶
と
な
っ
て
磐
城
に
下
り
、
久
保
町
に
屋
敷
を
賜
わ
り
、
後
に
下
好
間
に

て
鍛
刀
に
従
事
し
た
。

貞
則
に
は
初
代
と
二
代
が
あ
り
、
初
代
の
活
躍
期
は
寛
文
か
ら
元
禄
の

こ
ろ
で
、
二
代
は
元
禄
か
ら
正
徳
の
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
刀
は
鎬し
の
ぎ

造
り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
反
り
輪
反
り
、
樋
を
掻
き
、
鎺
上
丸
留
。

鍛き
た
え

は
小
板
目
に
杢
が
か
り
、
刃は

文も
ん

は
小
沸
出
来
で
匂
口
明
る
い
、
互ぐ

の

目め

の
た
れ
が
か
る
。
帽
子
は
小
丸
に
返
り
、
茎な
か
ご

は
ヤ
ス
リ
目
筋
違
、
目

釘
穴
一
個
、
栗
尻
棟
寄
り
に
大
振
り
の
銘
が
あ
る
。

現
在
、
他
の
市
指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
）の
刀
銘
と
共
に
、
貞
則
の

資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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鐸つ
ば　
　
　

一
個

銘　

陸
奥
岩
城
平
住
正
次
作

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
堂
根
町

（
い
わ
き
市
立
美
術
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

径　

八
㎝
、
厚
さ　

○
・
三
三
㎝

鐸
と
は
、
刀
剣
の
柄
と
刀
身
の
境
目
に
は
さ
み
、
柄
を
握
る
手
を
防
護

す
る
刀
装
具
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
鐸
は
鉄
地
丸
型
で
、
耳
は
角
耳
で
小
肉
、
鐸
の
外
側
は
ま
っ
す
ぐ

に
す
ら
れ
て
い
る
。
茎
孔
の
他
は
小こ

柄づ
か

櫃ひ
つ

の
み
で
、
笄
こ
う
が
い

櫃ひ
つ

は
赤
銅
で
埋

め
て
あ
る
。

図
柄
は
清
見
潟
で
、
表
面
の
右
上
部
に
秀
麗
な
富
岳
を
、
そ
の
左
右
と

下
部
に
は
雲
を
あ
ら
わ
し
、
前
景
に
は
数
本
の
松
樹
が
あ
る
の
は
三
保
松

原
と
思
わ
れ
る
。
中
景
は
、
右
の
山
水
・
楼
閣
は
清
見
寺
で
、
左
下
に
は

舟
を
こ
ぐ
漁
夫
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
切
羽
合
に
は
「
陸
奥
岩
城
平
住
正

次
作
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
裏
面
に
は
帆
掛
舟
の
図
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
風

景
は
、
た
が
ね
の
刻
と
金
銀
の
色
絵
平ひ
ら

象ぞ
う

嵌が
ん

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
者

の
正
次
に
つ
い
て
は
、
こ
の
鐸
の
他
に
作
品
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
明

ら
か
で
な
い
が
、
作
風
か
ら
み
る
と
江
戸
後
期
の
作
家
で
、
正
阿
弥
系
の

鐸
工
と
思
わ
れ
る
。

い
わ
き
地
方
に
お
け
る
鐸
工
の
存
在
は
、
文
献
の
上
で
は
二
、三
知
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
鐸
に
よ
っ
て
平
に
正
次
を
名
乗
る
鐸
工
の
存
在
が
確

認
で
き
、
い
わ
き
の
金
属
工
芸
史
上
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
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脇わ
き　
　
　

差ざ
し　
　
　

一
口

銘　

和
泉
守
藤
原
国
虎

指　

定　

昭
和
五
十
四
年
四
月
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
材
木
町

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

長
さ　

四
八
・
三
㎝
、
反
り　

一
・
四
㎝

元
巾　
　

三
・
三
㎝
、
先
巾　

二
・
四
㎝

茎
長
さ　

一
五
・
〇
㎝

国
虎
は
宝
永
七
年（
一
七
一
○
）、
朝
鮮
国
王
へ
大
薙
刀
献
上
の
際
、
大

小
二
振
り
の
刀
を
鍛
え
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
鍛
銘
「
以
颪
湯
鉄
作
之
」

と
あ
り
、
市
指
定
の
個
人
所
蔵
の
刀（
銘　

和
泉
守
藤
原
国
虎
）の
小
刀
に
あ

た
る
。
師
匠
井
上
真
改
の
菊
花
紋
と
「
以
颪
湯
鉄
作
之
」
と
い
う
作
風
、

銘
振
り
の
点
に
同
系
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

銘　

表　

菊
紋　

和
泉
守
藤
原
国
虎

裏　

以
颪
湯
鉄
作
之

こ
の
脇
差
は
鎬し
の
ぎ

造
り
庵い
お
り

棟む
ね

輪
反
り
、
鍛き
た
え

は
杢
目
に
良
く
つ
む
、
刀

紋
匂
口
明
る
く
匂
出
来
の
大
の
た
れ
に
互ぐ

の
目め

丁ち
ょ
う

子じ

が
か
り
焼
巾
広
い
、

帽
子
は
表
小
丸
に
返
り
裏
は
掃は
っ

掛か

け
る
。
生う
ぶ

茎な
か
ご

で
ヤ
ス
リ
目
、
筋
違
い
、

目
釘
穴
二
個
、
刃
上
り
の
栗
尻
で
あ
る
。
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木も
く

造ぞ
う

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

懸か
け

仏ぼ
と
け　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
五
十
四
年
四
月
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
久
之
浜
町
田
之
網
字
横
内

所
有
者　

波
立
寺

室
町
時
代
・
永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）

直
径　

五
七
・
二
㎝
、
厚
さ　

二
㎝

波は

立り
ゅ
う

寺じ

は
臨
済
宗
妙
心
派
に
属
し
、
創
立
は
大
同
元
年（
八
〇
六
）徳
一

の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
の
薬
師
堂
は
、
古
来
磐
城
三
薬
師
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
岩
城
氏
や
代
々
の
磐
城
平
藩
主
の
祈
願
所
で
、
庶
民
の
信

仰
も
厚
か
っ
た
。

薬
師
堂
に
あ
る
こ
の
懸
仏
は
木
造
で
、
鏡
板
の
中
央
に
漆し
っ

箔ぱ
く

の
薬
師
如

来
坐
像
を
彫
出
し
て
い
る
。
像
に
は
肉に
っ

髻け
い

、
白び
ゃ
く

毫ご
う

が
あ
り
、
穏
や
か
な

面
相
で
、
口
も
と
に
は
か
す
か
な
微
笑
を
う
か
べ
て
い
る
。
鼻
頭
に
少
し

す
れ
傷
が
あ
っ
て
地
肌
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
手
に
薬
壷
を
持
ち
、
手
と

薬
壷
の
一
部
に
欠
損
が
あ
る
。
蓮れ
ん

台だ
い

に
坐
し
た
像
は
、
前
裾
の
衣え

文も
ん

が
蓮

台
を
お
お
っ
て
垂す
い

下か

し
、
裳も

懸か
け

坐ざ

の
ご
と
き
形
に
な
っ
て
い
る
。
衣
文
の

彫
り
は
穏
や
か
で
、
二
重
円
相
の
光
背
内
側
に
は
朱し
ゅ

漆う
る
し

が
塗
っ
て
あ
る
。

鏡
板
は
、
右
の
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
二
材
か

三
材
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
周
は
黒く
ろ

漆う
る
し

を
塗
り
、
そ

の
内
側
に
は
二
条
の
線
を
巡
ら
し
て
内
周
を
画
し
、朱
漆
を
塗
っ
て
い
る
。

内
周
に
は
八
個
の
円え
ん

珠じ
ゅ

文も
ん（
一
個
欠
失
）を
あ
ら
わ
し
、
刻
字
の
朱
漆
銘
が

あ
る
。

背
面
の
矧
ぎ
目
は
麻
布
を
張
っ
て
漆
を
塗
り
、
全
体
に
は
朱
漆
が
塗
ら

れ
て
い
る
。
中
央
に
刻
銘
、
左
右
に
は
黒
漆
銘
が
あ
る
が
、
黒
漆
銘
は
剥

落
の
た
め
塗
師
の
名
な
ど
不
明
な
所
が
あ
る
。

こ
の
懸
仏
は
銘
文
に
よ
る
と
、
永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）に
新
妻
雅
楽

尉
が
寄
進
し
、寛
延
元
年（
一
七
四
八
）に
は
、子
孫
の
新
妻
平
四
郎（
四
倉
村
）

等
が
修
復
し
た
。

様
式
は
簡
素
で
一
部
を
欠
失
す
る
が
、
い
わ
き
に
お
け
る
中
世
末
の
薬

師
信
仰
と
、
漆
工
芸
史
上
年
代
の
明
ら
か
な
遺
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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国く
に

魂た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

梵ぼ
ん

鐘し
ょ
う　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
勿
来
町
窪
田
馬
場

所
有
者　

国
魂
神
社

江
戸
時
代
・
天
明
元
年（
一
七
八
一
）

高
さ　

九
一
㎝
、
口
径　

六
〇
・
五
㎝

こ
の
梵
鐘
の
池
の
間
第
一
区
に
は
「
国
玉
」、
外
の
池
の
間
に
は
一
字

ず
つ
「
大
・
明
・
神
」
と
大
文
字
を
陽よ
う

鋳ち
ゅ
うし
、次
の
銘
文
が
彫
っ
て
あ
る
。

御
神
慮
照
覧
在
前　
　
　
　

往
昔
大
旦
那　

平
朝
臣
昌
清

右
為
現
当
両
益
也　
　
　
　

大
永
元
年
壬
午
鋳
建
草
創
也

銘
文
曰　
　
　
　
　
　
　
　

貞
享
四
丁
卯
赤
津
氏
光
寛

諸
行
無
常　

是
生
滅
法　
　

弁
能
住
再
興
肆
亦
建
破
廃

生
滅
々
己　

寂
滅
為
楽　
　

村
隣
受
助
志
諗
建
願
成
就

国
玉
大
明
神　
　
　
　
　
　

于
時

奉
鎔
鋳　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
元
年
歳
次
辛
丑
十
一
月
之
吉

東
山
道
陸
奥
菊
多
郡
窪
田　

施
徳
院　

覚
弁
代

国
玉
大
明
神
御
神
前
推
鋳　

願
主
隠
居
竪
者
法
印
義
弁
敬
白

于
茲　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
岩
城
平
住

大
工
職
鋳
物
師
椎
名
浅
右
衛
門
藤
原
義
雅

銘
文
に
よ
る
と
、最
初
の
梵
鐘
は
大
永
元
年（
一
五
二
一
）平
昌
清
が
寄
進
し
、

つ
い
で
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）に
赤
津
光
寛
に
よ
っ
て
再
び
寄
進
さ
れ
た
。そ
の

後
、約
百
年
を
経
て
こ
の
鐘
も
破
損
し
た
た
め
、天
明
元
年（
一
七
八
一
）十
一
月
、

別
当
施
徳
院
覚
弁
の
時
、法
印
義
弁
が
願
主
と
な
り
、近
村
有
志
の
寄
付
を
求
め

て
、平
の
鋳
物
師
・
椎
名
浅
右
衛
門
義
雅
に
造
ら
せ
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。椎

名
家
で
は
近
世
初
期
以
降
、平
梅
香
町
で
鋳
物
職
を
営
ん
で
い
た
。な
お
平
昌
清

と
は
、戦
国
時
代
に
こ
の
地
の
領
主
で
あ
っ
た
窪
田
山
城
守
の
こ
と
で
あ
る
。

椎
名
家
の
作
品
と
し
て
は
、
石
森
観
音
堂
鰐
口（
市
指
定
）、
川
中
子
旧

成
福
院
梵
鐘（
県
指
定
）、
浄
光
院
梵
鐘（
市
指
定
）に
次
ぐ
作
品
で
あ
り
、
大

文
字
の
陽
鋳
技
法
は
、
成
福
院
梵
鐘
の
浮
彫
陽
鋳
か
ら
技
術
的
系
譜
を
引

く
も
の
で
、
当
代
の
工
芸
水
準
を
示
す
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
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馬め

寮り
ょ
う

馬ば

具ぐ
　
　
　

一
具

指　

定　

昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
旧
城
跡

所
有
者　

一
般
財
団
法
人
白
龍
会

江
戸
時
代
・
元
和
三
年（
一
六
一
七
）

こ
の
馬
寮
馬
具
は
寛
永
三
年（
一
六
二
六
）に
、
長
州
藩
主
・
毛
利
秀
就

が
祖
先
の
朝
廷
に
尽
く
し
た
功
に
よ
り
、
天
皇
の
御
料
で
あ
っ
た
馬
寮
馬

具
を
下か

賜し

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鞍く
ら

・
鐙あ
ぶ
み

・
鞦
し
り
が
い

・
厚あ
つ

総ふ
さ

か
ら
構
成
さ
れ
、
極
め
て
異
例
の
豪
華
な
飾

り
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
鞍
は
大
和
鞍
の
金き
ん

梨な

子し

地じ

菊き
く

桐き
り

御ご

紋も
ん

散ち
ら
し

で
、
元

和
三
年（
一
六
一
七
）の
銘
が
あ
る
。鐙
は
金
梨
子
地
で
、舌
内
側
は
朱
色
で
、

舌
が
こ
れ
ほ
ど
厚
い
も
の
は
他
に
無
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
鞦
に
お
け
る

組
違
・
尾お

挟ば
さ
み

に
は
、
厚
手
に
よ
る
金
刺
繍
と
組
紐
の
縫
い
込
み
な
ど
、

金
・
銀
・
緋あ
か

に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
厚
総
は
本
来
、
鞦
・
胸む
な

懸が
い

・
面お
も

懸が
い

な
ど
の
馬
具
に
厚
く
垂
ら
し
た
房
を
指
す
が
、
こ
の
馬
具
は
総
量
が
大

き
い
た
め
、
独
立
し
た
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
鞍
の
上
部
三
分
の
一
は
、
装
束
飾
り
結
び
風
の
組
み
方
で
大
柄
に

編
み
、
下
部
三
分
の
二
を
房
と
し
て
地
上
す
れ
す
れ
に
下
げ
て
あ
る
。

以
前
は
公
爵
毛
利
元
昭
の
収
蔵
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
勿
来
美
術

館
の
所
有
と
な
り
、
現
在
は
一
般
財
団
法
人
「
白
龍
会
」
の
所
蔵
に
な
っ

て
い
る
。
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法ほ
っ

海か
い

寺じ

梵ぼ
ん

鐘し
ょ
う　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
字
田
場
坂

所
有
者　

法
海
寺

江
戸
時
代
・
延
宝
九
年（
一
六
八
一
）

高
さ　

一
三
二
㎝
、
直
径　

七
五
㎝

こ
の
梵
鐘
に
は
長
文
の
刻
銘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
湯
ノ
岳
観
音
堂

は
、
大
同
二
年（
八
○
七
）徳
一
の
創
建
で
、
永
禄
八
年（
一
五
六
五
）岩
城
重

隆
が
焼
失
後
に
再
建
し
、
延
宝
九
年（
一
六
八
一
）湯
長
谷
藩
主
・
遠
山
政

亮
と
そ
の
内
室（
真
田
氏
）が
再
建
し
た
時
に
こ
の
鐘
を
寄
進
し
た
。
作
者

は
湯
長
谷
在
住
の
鋳
物
師
・
鈴
木
清
左
衛
門
で
、
銘
文
は
法
海
寺
の
宥
俊

が
書
い
た
。
領
内
の
鋳
物
師
の
活
動
、
技
術
水
準
の
た
し
か
な
美
術
工
芸

的
価
値
、
ま
た
、
中
世
・
近
世
初
期
の
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

鐘
の
銘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

欽
惟
一
奥
刕
岩
崎
郡
湯
嶽
三
箱
山　
　
　
　
　
　

功
徳
無
量
孰
不
感
載
乎
也
因
以

観
音
霊
堂
者
大
同
二
年
徳
一
太
師　
　
　
　
　
　

銘
曰

草
創
之
地
也
雖
然
永
禄
年
中
火
災　
　
　
　
　
　

為
鐘
之
用　

幽
顕
倶
然

所
難
遁
中
一
宇
逢
殃
火
而
盡
灰
燼　
　
　
　
　
　

断
現
世
感　

除
多
却
眠

矣
越
前
岩
城
太
守
左
京
太
夫
平
朝
臣　
　
　
　
　

煩
脳
所
覚　

菩
提
既
全

重
隆
公
感
於
梵
刹
之
泯
而
更
始
敬
終　
　
　
　
　

信
心
策
志　

佛
証
同
遄

以
再
復
焉
同
八
年
乙
年
乙
丑
冬
修
造
功
成
後　
　

遠
済
群
類　

近
契
正
縁

守
其
奉
承
逮
今
叱
矣
自
開
闢
以
降　
　
　
　
　
　

無
量
功
徳　

總
是
此
懸

到
今
歳
而
暦
算
八
百
廿
四
年
矣　
　
　
　
　
　
　

大
檀
那
遠
山
主
殿
頭
源
朝
臣
藤
原
政
亮

時
如
今
遠
山
主
殿
頭
源
朝
臣
藤
原
政　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
室

亮
公
依
領
当
郡
其
高
妻
真
田
氏
之　
　
　
　
　
　

当
山
法
海
寺
沙
門
宥
俊
諸
記
焉

裔
姉
也
輿
二
世
安
楽
本
願
合
力
而
悉　
　
　
　
　

延
宝
九
辛
酉
年
三
月
廿
七
日

成
廃
壊
之
修
営
加
施
新
鋳
洪
鐘
而
以　
　
　
　
　

奉　

行　

真
鍋
七
良
左
衛
門
景
連

簡

堂

矣
夫
鐘
者
梵
刹
至
要
而
何　
　
　
　
　

小
奉
行　

小
松
忠
兵
衛
忠
利

重
器
依
之
晨
瞳
夕
鳴
緇
素
童
女
和
其　
　
　
　
　

冶　

工　

鈴
木
清
左
衛
門

聲
應
其
響
則
可
施
化
衆
業
教
体
也
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石い
し
の

森も
り

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

鰐わ
に

ロぐ
ち　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
四
ツ
波
字
石
森

所
有
者　

忠
教
寺

江
戸
時
代
・
貞
享
五
年（
一
六
八
八
）

面
径　

六
四
㎝
、
唇
幅　

四
㎝

鐘
座
径　

一
二
㎝
、
厚
さ　

二
二
㎝

石
森
観
音
堂
は
、
磐
城
三
十
三
観
音
札
所
の
二
十
三
番
札
所
で
、
千
手

観
音
像
を
本
尊
と
す
る
。
大
同
二
年（
八
○
七
）に
徳
一
に
よ
っ
て
開
か
れ
、

磐
城
平
城
の
鬼
門
の
方
位
に
当
る
こ
と
か
ら
、
磐
城
平
藩
代
々
の
保
護
を

う
け
た
。
こ
の
鰐
口
は
、
観
音
堂
の
向
拝
正
面
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
貞

享
五
年（
一
六
八
八
）磐
城
平
藩
の
家
老
・
松
賀
族
之
助
泰
閭（
藤
原
概
純
）が

立
願
し
、
片
山
重
章
が
寄
進
し
た
。
作
者
は
平
梅
ケ
町
在
住
の
椎
名
久
兵

衛
尉
康
吉
で
あ
る
。
椎
名
家
は
代
々
磐
城
平
藩
の
御
抱
え
の
鋳
物
師
で
、

多
く
の
作
品
を
残
し
た
。
こ
の
鰐
口
は
そ
れ
ら
の
中
で
最
大
級
で
あ
り
、

作
行
き
も
良
く
、
工
芸
技
術
水
準
の
高
さ
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。
松
賀
氏
に

ゆ
か
り
が
あ
り
、
歴
史
的
に
も
、
ま
た
、
観
音
信
仰
を
知
る
上
で
も
貴
重

な
遺
品
で
あ
る
。

石
森
山
観
世
奉
懸
御
宝
前
鰐
口

依
松
賀
氏
泰
閭
立
願

貞
享
五
戌
辰
年
五
月
吉
日
片
山
氏

重
章
寄
進
之

平
北
目
鋳
物
師
椎
名
久
兵
衛
尉
康
吉


